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市内事業者の危機深刻

大型開発よりも市民を守るための
コロナ対策を最優先に

質
疑
項
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１．新型コロナ感染症対策
　①PCR検査体制の拡充について
　②医療機関の減収補填について
２．神戸経済を守るために
３．市民のくらしを守るために

市議団の奮闘で国の要請を超えた
PCR検査体制拡大へ

　神戸市は、高齢者施設など
で働く職員を対象にしたPCR
検査の対象をデイサービスな
どの通所施設にも広げるとと
もに、検査方法を複数の検体を
同時に調べる「プール検査式

（以下プール検査）」を用いる
と決めました。森本議員は「感

染対策をすすめるためには、
無症状陽性者をいかに検査・
保護するのかが問われている」
と指摘し、定期的で頻回なPCR
検査や検査範囲の拡大など、
検査体制の拡充と、コロナ禍
で経営が悪化している医療機
関への減収補填を求めました。
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　森本議員：福岡市は１日
7600件､ 札幌市でも４万2000
人に月１回の検査をしている。
682件は全く間尺に合わない。
　恩田副市長：マンパワー的

にこれ以上の拡充は難しい。 
民間のプール検査の活用で１
か月ごとに検査する。
　森本議員：プール検査をす
すめても陽性者が出れば一人
ひとり検査する必要がある。

　今西副市長：（庁舎に）国
の支援はないが、２号館は民
間活力を活用して効果的で経
済効果も見込まれるビルにし
たい。最優先でコロナ、そし
て子どもたちのためにも全力
をつぎ込む。
　森本議員：コロナが最優先
と言うなら庁舎の建て替えを
ストップさせて、PCR検査や
市民の暮らしのために予算を
使うべきだ。

　今西副市長：三宮再整備を
はじめとする基盤整備にも国
の支援をいただきながら予算
を計上した。
　森本議員：市役所庁舎の建
て替えに国の支援はあるの
か。市長は、街灯を増やす明
るいまちづくりや、三宮再整
備は未来の礎と述べていた。
三宮再整備と子どもや市民の
暮らしはどちらが大切か。

　３月15日に神戸市予算特別委員会がひらかれ、日本
共産党神戸市議団を代表して森本真議員が総括質疑を
おこないました。

　新型コロナウイルスの感染
拡大により事業者から大きな
悲鳴があがっています。これ
までの国県市の支援では十分
な支援が行き届いていません。
緊急事態宣言や時短営業の延
長が続いており、久元市長は

「切れ目ない支援をおこなう」

と明言していますが、感染拡
大防止協力金はまだ申請者の
10分の１の事業者にしか支給
されていません。森本議員は

「切れ目ないどころかほとん
どが困っている。事業者を倒
産・廃業させない経済支援を
おこなうべきだ」と質しました。

神戸には市が支援もしている
made in KOBEの 全 自 動
PCR検査システムがある。す
ぐにでも活用すべきだ。
　久元市長：今すぐ使えな
い。今後使える状況になれば

検討する。
　森本議員：愛知の医科大で
は本格稼働している。神戸市
でもさらにシステムを改良す
るような取り組みをすべき
だ。

　久元市長は「コロナ対策に
全力で取り組むとともに市民
の暮らしを守る」と提言して
いますが、神戸市は、三宮駅
前再整備や市役所の建て替え
などの大型開発に100億円単
位の予算を計上し、市民の暮

らしを最優先に考えていると
はとても言えません。森本議
員は「コロナ禍で苦しんでい
る子どもたちや市民の暮らし
を最優先にする予算に組み替
えるべき」と追及しました。

今市民が求めているのは？

倒産・廃業させない直接支援を
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定期検査の拡大� ※太文字：令和３年度追加実施施設
【入所施設】

高齢施設
特別養護老人ホーム、介護付き有料老人ホーム、
養護老人ホーム、老人保健施設、介護医療院、ケアハウス、認知症対
応型共同生活介護（グループホーム）

障害施設 施設入所支援、障害児支援施設、共同生活援助（グループホーム）
【通所施設】政令市初  国の要請を超えて通所施設についても実施
高齢施設 通所介護（デイサービス）、通所リハ、地域密着通所

障害施設 生活介護（デイサービス）・短期入所、自立訓練、就労継続支援（Ｂ）、
就労継続支援（Ａ）・就労移行支援

検査機関 最大検査数
環境保健研究所 142検体/日
シスメックス
検査センター 300検体/日
市内医療機関 200検体/日
医師会
検査センター 40検体/日

合　計 682検体/日

PCR検査体制の強化
プール検査の活用＋618検体

▼
令和3年４月～

最大1,300検体/日
１月

最大24検体/日
（環境保健研究所のみ）

12月
最大682検体/日

８月
最大462検体/日



市独自で医療支援拡大を
あってはならない!! ボーナスカット

　新型コロナウイルス感染拡
大にともなう二度目の緊急事
態宣言発令による営業時間短
縮の要請と不要不急の移動自
粛で、市内の事業者はたいへ
んな苦境に立たされていま
す。神戸市では新型コロナウ
イルス感染症拡大防止協力金

として約15億円の補正予算が
計上されていますが、飲食店
などが対象で、多くの事業者
に支援が当たりません。林議
員は、今困っている事業者へ
行き渡るように支援対象の拡
大を求めました。

　神戸市は、医療の最前線で
奮闘する医療従事者の活動を
支援するための寄付金を募集
する『こうべ医療者応援ファ
ンド』へ5000万円を拠出する
補正予算を提示しました。こ
の支援の対象はコロナ患者を
受け入れた医療機関に限られ

ています。林議員は「ボーナ
スカットされ、厳しい状況に
あるのはコロナ患者を受け入
れた医療機関だけではなく、
受け入れていない医療機関も
同様だ」と強く指摘し、市の
独自支援の拡大を求めまし
た。

実際に協力金の対象から外れ
る業種が多く、どの支援も50
％減という線引きで高い壁に

　林議員：市長も「切れ目な
い支援を」と言っているが、

　恩田副市長：（ファンドで）
少しでも医療従事者の応援に
繋がればと考えている。まず

は国の責任で財政支援をおこ
なうよう要望していきたい。
　林議員：コロナ患者を受け
入れていない医療機関でも感
染防止策での空床確保や人件
費で減収となる。市長は「ボ
ーナスがカットされているの
は心が痛む」とツイートして
いる。今回の補正予算では、
コロナ患者を受け入れていな
い病院の医療従事者には支援
が届かない。苦しみがわかっ
たなら同じように支援すべき
だ。
　恩田副市長：感染防止整備

は国の補助金が出ている。経
営状況が苦しいのは承知して
いるが、補填に充てていただ
ければと思う。
　林議員：神戸市の独自支援
も拡大すべきだ。コロナウイ
ルスはどこにでも影響を与え
ている。このファンドの対象
にならない、コロナ患者を受
け入れていない医療機関の医
療従事者も大変な苦労をして
いる。ぜひとも支援の拡大を
していただきたい。

阻まれている。
　今西副市長：国でも特に困
っている事業者への支援策と
いうことで一定の線引きがさ
れている。無利子無担保の融
資や様々な支援策を活用して
コロナを乗り切っていただき
たい。
　林議員：国は融資だけでは
救えないと判断し、直接支援
を決断した。「これ以上借り
れない」「返せない」と苦し
んでいる事業者の声を聞いて
いる。市内の中小業者を借金

漬けにして追い込むような姿
勢でよいのか。
　今西副市長：資金繰りは事
業が継続する上で大切な観点
だ。ウィズコロナ・ポストコ
ロナをにらんだ業態に変える
支援策も措置している。
　林議員：50年以上も神戸の
地場産業を誇りをもって支え
てきた方に業種転換しなさい
というのか。今コロナで苦し
んでいる中小業者に区別なく
直接支援の手を差し伸べるべ
きだ。
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　神戸市定例市議会本会議が３月19日にひらかれまし
た。林まさひと議員が登壇し、神戸市一般会計補正予
算案のうち、新型コロナウイルス感染症対策について
議案質疑をおこないました。

牲にしてきた。今は「震災は終
わった」という認識で三宮再
開発などの大型開発に湯水の
ようなお金をつぎ込み、さらに
借金を増やそうとしている。
将来を担う子どもたちのため
に、借金を残すのではなく、公
約であるこどもの医療費無料
化や、少人数学級、温かい中学
校給食など、子どもたちが今求
めていることを実現すべきだ。

　森本議員：こども初期救急
センターの患者数は増えるど
ころか減っている。過剰受診
は広がっていない。 
　久元市長：今後も続けるた
めに最低限の負担をしていた
だく。
　森本議員：お金の使い方が
問題だ。震災以来借金を理由
に大幅な職員削減や福祉を犠

苦しむ市内事業者追い込む姿勢正し、
今こそ直接支援を

　久元市長は、こどもの医療
費完全無料化について「過剰
受診やコンビニ受診を誘発す
るとの指摘もあり、多忙を極
める医療従事者がさらに疲弊
されることにつながりかねな

い」と述べています。森本議
員は、未来を担う子どもたち
のために、今こそ８年前の市
長公約であるこども医療費無
料化を実現すべきと求めまし
た。
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市長公約実現せよ

こども医療費無料化
未来の神戸担う子どもたちのために


